
調剤技術料の評価内容と患者メリット

調剤技術料には、上記の薬剤師が⾏う業務にかかる費⽤の他、医薬品備蓄、診療報酬請求にかかる設備や⼈件費などが含まれる。

 以下を踏まえ処⽅内容を確認
• 薬が正しく飲めているか（余っていないか）確認
• 反復継続して副作⽤があるか薬が効いているか確認
• 併⽤している薬や飲⾷物の確認

 処⽅に疑義や変更の必要がある場合、処⽅元の医師に
問い合わせ、変更の相談

 後発医薬品の使⽤促進
 薬の調製、飲みやすい形への変更・⼯夫
 医薬品の服⽤⽅法、保管⽅法の説明
 副作⽤など使⽤時に注意すべき事項の説明
 お薬⼿帳の提供
 患者の服⽤状況や指導内容などの記録

 調剤後の継続的な電話での相談対応
 患者の服薬状況の医師との共有
 医薬品安全情報の収集 など

○ 評価内容 ○ 患者のメリット

○ 医師が患者に処⽅箋を交付し、薬局の薬剤師がその処⽅箋に基づき調剤を⾏い、医師と薬剤師が独⽴した⽴場
で業務を分担し、薬物療法の有効性及び安全性の向上を通じ、国⺠医療の質的向上を図る。

○ 薬局の薬剤師は、患者の薬歴管理を⾏い、重複投薬、相互作⽤の有無を確認し、患者に適した薬となるよう医
師と調整するとともに、薬の効果、副作⽤、⽤法などについて、患者に説明（服薬指導）する。

 ⾃分に合った薬か確認し、医師と調整しても
らえる

 薬が余っていれば、医師と調整してもらえる

 効き⽬が同じで安価な薬がもらえる
 薬が飲みやすくなる
 薬を正しく使⽤できる
 ⾃分の薬を知り、⾃分の薬の記録が作れる
 服⽤歴を踏まえ、継続的な薬のチェックが受

けられる
 服⽤期間中の不安が解消できる
 服⽤期間中の副作⽤等の情報が医師と共有さ

れ、その後の処⽅に反映される。
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